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水
野
浩
校
長
●

理
事
長
に
聞
く

1
今
年
は
、
学
園
創
立
丁

㌶
苧

憂
ざ
ま
讃
に
挑
戦
し
て
い
ま

三
当で
「へ　コ　 でドア　　　　　　　　ア

罐繊蹴蒋灌醜
一1
4
周
年
を
迎
え
ま
す
。
学
園

　
史
の
資
料
集
づ
く
り
に
取
リ
組

　
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
すが
。

　
　
「
本
校
で
は
来
る
べ
き
2
0
2

　
2
（
平
成
3
4
）
年
の
学
園
創
立

　
1
2
0
周
年
を
展
望
し
、
さ
ま

』
す。

今
回
の
1
1
0
周
年
史
資

戸
集
の
編
纂
は
そ
の
；
で
す
・

　
戦
前
の
大
日

本
帝
国
憲
法
・
教

　　…鞭
剛
下
璽
麟

　…

初
期
の
教
育
法
制
と
か
か
わ
る

．

公
立
公
文
書
館
の
記
録
（
学
園

一

の
諸
申
請
に
関
す
る
資
料
等
）

　
等
に
基
づ
い
て
、
日
本
と
地
域

　
の
教
育
史
・
教
育
運
動
の
視
点

一か
ら

実
証
的
に
学
園
の
歴
史
を

窟
証
し
て
き
ま
し
た
・
本
校
が

一

㌔
ぱ椿
一
正
に
か
け
て
、
こ
の
国
で
は
数

一

評聖
々
の
私
学
が
創
設
さ
れ
、
菅
L

・

　
　

と

「民
」
双
方
の
手
で
中
等
教

［
屠
璽
さ
れ
た
明
治
後
期
か
ら
大

匿
れ
ま
し
た
・

一甦
工
本
校
は
・
9
・
三
明
治
品
）

で

年
に
裁
縫
．
造
花
．
編
物
伝
習

工一一警
私
立
学
校
令
に
基
づ
く
「
新
名

璽
育
璽
禦
進
め
ら

…、、
、
、
三
へ
と
進
展
し
、
昭
和
初
期
に
は

ロ

［
量
嚢
政
女
学
校
L
（
翼
学

壷
校
）
へ
と
発
展
し
、
警
条
件

欝
私
塾
）
と
し
て
　

璽墾
学
校
L
（
各
種
学
校
）

翼墨
校
令
に
基
づ
・
薪
名

輪蕪
一　
．

－ 、

r

一．
制
度
．
内
容
の
整
備
を
進
め

ま
し
た
。
新
た
に
入
手
し
た
資

週

●

料
か
ら
、
小
田
原
中
学
校
（
「
中

等
学
校
令
」
・
現
在
の
小
田
原

高
校
）
、
小
田
原
高
等
女
学
校

（「
高
等
女
学
校
令
」
・
戦
後
の

小
田
原
城
内
高
校
）
の
開
設
と

ほ
ぼ
同
時
期
に
学
校
教
育
法
制

上
の
中
等
教
育
機
関
と
な
っ
た

こ
と
で、

本
校
に
人
学
志
願
者

が
急
増
し

た
こ
と

も

判
明
し
、

今
日

の
公
教
育
私
学
と
し

て
の

新
名
学
園
の
存
在
意
義
を
改
め

て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
」　1
学
園
の
草
創
期
に
郷
土

の
農
政
家
・
一
一
宮
尊
徳
の
「
報

徳
思
想
」
を
校
訓
と
し
て
据
え

た
の
は
ど
う
し

て
だ
と

考
え
ま

す
か。

　
「
本
校
の
草
創
期
は
、
明
治

37、

8
年
の
日
露
戦
争
の
時
代

で、

ち
ょ

う
ど
日
本
の
産
業
発

展
期
で
あ
り
、
女
性
が
手
に
技

を
つ
け
て
精
神
的
・
社
会
的
に

自

立
す
る
こ
と

が
で
き
る
教
育

を
求
め
る
地
域
の
教
育
要
求
が

あ
り
、
学
園
は
こ
れ
に
裁
縫
・

手
芸
を
軸
と
し
た
実
学
教
育
を

持
っ
て
応
え
ま
し
た
。
「
生
活
と

教
育
を
結
合
さ
せ
る
」
と
し
た

草
創
期
の
教
育
の
基
調
は、

今

日

の
学
園
の
教
育
に
も

受
け
継

が
れ、

新
た
な
形
で
発
展
し

て

い
ま
す。

こ
う
し
た
実
学
教
育

を
支
え
る

理
念
と

し
て、

「
至

誠
」
、
「
勤
労
」
、
「
分
度
」
、
「
推
譲
」

と

い
っ
た
報
徳
思
想
を
置
い
た

の
だ
と

考
え
ま
す。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長新轟麟6高校水野浩醇

　
報
徳
思
想
は
現
在、

中
国
社

会
で
も

「経
済
成
長
と

道
徳
の

調
和
」
の
課
題
と
の
関
係
で
再

評
価
が
進
ん
で
い
ま
す。

学
園

史
の
探
究
と
と
も
に、

現
在
学

園
が
進
め
て
い
る
日
中
の
教
育

・

文
化
・
学
術
交
流
と
も
結
ん
で
、

報
徳
思
想
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と

し
た
建
学
の
精
神
の
今
日
的
継

承
・
発
展
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
」1
2
0
周
年
視
野

「
新
総
合
計
画
」

　ー
今
年
は
「
学
園
総
合
整

備
計
画
」
の
策
定
か
ら
3
0
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
の
学
園
の

発
展
と

創
立

1
2
0
年
に
向

け
、
’
新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
新

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
学
園
は
1
9
8
6
（
昭
和

61）

年
に
策
定
し
た
『
学
園
総

合
整
備
構
想
』
に
基
づ
き
、
第

1
校
地
の
総
合
整
備
と
久
野
・

荻
窪
キ
ャ
ン
パ
ス

（第
2
校
地
）

の
取
得
・
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

他
方、

男
女
共
学
の
復
活
実
施

（
1
9
9
9
年
）
、
総
合
学
科
開

設

（2
0
0
2
年
）
、
不
登
校
生

徒
の
発
達
保
障
を
図
る
た
め
の

ベ
ー
シ
ッ
ク
ク
ラ
ス
の
設
置
（
2

0
1
0
年
）
、
全
教
育
課
程
の
単

位
制
化

（
2
0
1
4
年
）
に
も

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
現
在

で
は、

二
つ
の
校
地
と

普
通
科

・

総
合
学
科
の
二
つ
の
学
科
の

も
と
、
「
地
域
が
学
校
」
「
小
田

原
の
ま
ち
を
教
室
」
と
し
て
、

子
ど
も
・
生
徒
の
発
達
を
保
障

す
る
教
育
課
程
の
進
化
・
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

学
協
議
会
の
設
置

（
2
0
0
4

年、

既
に
21
回
開
催
）
「
子
ど

も
・
生
徒
の
発
達
研
究
」
等
の

5
つ
の
研
究
課
題
を
も
つ
新
名

学
園
私
学
教
育
研
究
所
の
設
立

（2
0
0
9
年
）
等
、
全
学
と
地

域
の
参
加
・
共
同
で
進
め
る
教

育
づ
く
り
・
学
校
づ
く
り
の
組

織
と

活
動
も

発
展
し
て
来
ま
し

た
。
　
　
　
、

　
こ
う
し
た
学
園
の
発
展
を
ふ

ま
え、

学
園
は、

創
立

1
2
0

年
へ
向
け
て
「
新
総
合
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
は、

「地
域
立
・
市
民
立
」
の

私
学
創
造
を
図
る
と
と

も
に、

今
や
世
界
的
潮
流
で
あ
る

「
無

償
教
育
」
の
理
念
と
運
動
に
結

ん
で
「
公
営
私
学
（
公
費
私
学
）
」

を
展
望
す
る
と

し
た
学
園
の
将

来
像
を
打
ち
立
て
て
い
ま
す。

貝
休
的
に
は、

地
域
の
教
育
要

求
に
そ
っ
て、

上
に
専
攻
科、

下
に

「
子
ど
も
園
」
設
置
の
ビ

ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
い
ま
す
」

交

流

深

ま
る

中
国
・
モ
ン
ゴ
ル

　ー
創
立
1
1
0
周
年
を
機

に
着
手
古
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
は、

ど
の
よ
う

に
展
開
古
れ

て
い
ま
す
か。

°

「
戦
後
70
年
に
お
け
る
本
校

の
国
際
連
携
教
育

（足
元
か
ら

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
）
の
特
徴

は、

地
域
と

学
校
と

の
関
係
が

深
ま
る
こ
と

と
一
体
と
な
っ
て

こ

れ
が
発
展
し

て
い
る
こ
と

に

あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は、

一昨
年
・
昨

年
3
月
に
訪
中
（
西
安
外
国
語

大
学
附
属
外
国
語
学
校
に
2

回、

安
陽
第
37
中
学
校
に
今
年

1
回
）
す
る
と
と
も
に
、
咋
年

4
月
上
旬
に
は
西
安
外
国
語
学

校
の
中
・
高
校
生
が
来
日
・
来

校
し
、
様
々
な
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
校
の
国
際
交
流
の
ユ
ニ
ー

ク
な
点
は
、
授
業
（
校
内
・
校
外
）

や
学
校
の
行
事
・
催
し
へ
の
参

加
（入
学
式
へ
の
参
列
）
を
通

肉離噸
し
た
交
流
と

同
時
に、

地
域
と

結
ん
だ
交
流
（西
湘
日
中
友
好

の
集
い
へ
の
参
加
等
）
が
位
置

づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と

で
す。

例
え
ば、

今
回
の
来
日
・
来
校

で
は
酒
匂
川
文
命
東
堤
碑
（
中

国
の
古
代
夏
王
朝
の
萬
王
を
治

水
神
と
し
て
祀
り
、
防
災
・
安

全
を
祈
願
し
た
も
の）

の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
本
年

3
月
の
訪
中
で
は
中
国
西
安
の

地
（碑
林）

で
も

萬
碑
の
読
み

取
り
に
か
か
わ
る
日
中
共
同
の

授
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た、

昨
年
10
月
に
は
安
陽

市
政
府
（行
政）

か
ら
私
と
三

輪
定
宣
新
名
学
園
私
学
教
育
研

究
所
所
長
が
同
地
で
開
催
さ
れ

た

「
国
際
漢
字
大
会
」
に
招
待

を
受
け、

参
加
を
し
、
学
術
交

流
も

緒
に
つ
い
た
感
が
あ
り
ま

す。

安
陽
市
政
府
は、

小
田
原

市
と

友
好
関
係
を
深
め
た
い
と

い
う
意
向
を
持
っ
て
お
り
、
こ

の
機
会
に
西
湘
日
中
友
好
協
会

の
要
請
を
受
け、

加
藤
小
田
原

市
長
か
ら

馬
安
陽
市
長
に
宛
て

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に、

昨
年
8
月
の
本
校

相
撲
場
で
開
催
さ
れ
た
「
少
年

相
撲
教
室
」
を
契
機
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
室

　
　
　
　
　
　
　
　
公

　
　
　
　
　
　
　
　
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
外

　
　
　
　
　
　
　
　

市
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

陽
長

　
　
　
　
　
　
　
　

安
所

　
　
　
　
　
　
　
　

は
所

　
　
　
　
　
　
　
　

右
究

　
　
　
　
　
　
　
　

左
研

　
　
　
　
　
　
　
　

の
育

　
　
　
　
　
　
　
　

長
教

　
　
　
　
　
　
　
　

事
学

　
　
　
　
　
　
　
　

理
私

　
　
　
　
　
　
　
　
野
園

　
　
　
　
　
　
　
　

水
学

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
名

　
　
　
　
　
　
　
　

会
新

　
　
　
　
　
　
　
　

大
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
字
三

　
　
　
　
　
　
　
　
漢
は

　
　
　
　
　
　
　
　

際
端

　
　
　
　
　
　
　
　
国
右

　
　
　
　
　
　
　
　
陽
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
安
長

　
　
　
　
　
　
　
　
・
部

　
　
　
　
　
　
　
　
国
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

相
撲
に
か
か
わ
る
モ
ン
ゴ
ル
か

ら

の
留
学
生
（入
学
生
）
を
本

年
4
月
か
ら
受
け
入
れ
る
計
画

が
具
体
化
し
て
い
ま
す。

こ

れ

は、

本
校
総
合
学
科
進
学
ク
ラ

ス
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
を
設
置

し
た
こ
と

に
伴
う
取
り
組
み
で

も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も
単
に

相
撲
の
選
手
を
迎
え
る
と
い
う

こ
と

に
と
ど
ま
ら
ず、

将
来
留

学
生
が
両
国
間
の
教
育
・
文
化

・

経
済
の
交
流
を
担
う
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
な
学
び
を
保
障
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　ー
「
地
方
消
滅
」
と
も
言

わ
れ
る
よ
う

な
地
域
の
衰
退
の

危
機
に
つ
い
て、

ど
う

考
え
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

　
「
現
在
、
少
子
高
齢
化
・
出

生
率
の
減
少
に
加
え、

地
域
か

ら

若
者
が
流
出
し
て
い
く
状
況

の
中
で
、
「
地
方
創
生
」
が
切
迫

し
た
政
治
課
題
・
国
民
的
課
題

と

な
っ
て
い
ま
す。

こ
う
し
た

現
象
に
歯
止
め
を
か
け
「
地
方

創
生
」
を
進
め
る
上
で
は
、
学

校
の
果
た
す
役
割
は
と
て
も
大

き
い
と

考
え
ま
す。

　
こ

れ
ま
で
も

「
地
域
教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
・
防
災
セ
ン
タ
ー
」

と

し

て
の
学
校
づ
く
り
を
進
め
↑

な
が
ら
、
「
公
開
ま
ち
づ
く
り
シ
一

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
等
の
場
を
通
し
｛

て
地
域
住
民
・
市
民
・
行
政
・
一

研
究
者
の
皆
さ
ん
と
「
史
跡
と
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

学
校
・
市
民
生
活
の
共
生
」
等
◆

を
テ
ー
マ
に
対
話
・
共
同
を
進
↑

め
て
き
ま
し
た
が、

そ
れ
以
上

榊

に
重
要
な
の
は
「
人
を
育
て
る
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

場
」
と
し
て
の
学
校
の
責
務
で
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

す。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

　
本
校
で
は
、
「
全
学
協
議
会
」
◆

「
公
開
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

ウ
ム
」
「
公
費
助
成
運
動
」
「
日
一

中
教
育
文
化
交
流
」
等
に
生
徒
一

た
ち
が
主
体
的
に
参
加
し
、
一

”昌
一
算
O
一
。
σ
四
ξ
一
〉
。
二

［0
8
ξ
”
の
視
点
を
獲
得
す
る
一

と
と
も
に、

自
分
づ
く
り
・
学
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

校
づ
く
り
．
地
域
づ
く
り
．
国
一

づ
く
り
を
つ
な
げ
て
自
己
の
進
一

路
と

生
き
方
を
模
索
し
て
い
ま
一

す。

こ

れ
ま

で
日

本
の
教
育
は

一

受
験
競
争
に
よ
る

「地
域
を
捨
一

て
る
教
育
」
の
体
系
に
陥
っ
て
一

い
た
傾
向
は
否
め
な
い
と

思
い

一

ま
す。

私
た
ち
は、

改
め
て
「地

一

域
を
育
て
る
学
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　　　　　　募集定員533名
酋通洞2フ0名〔内クリエイティフクラス60各）総舎学科263各

☆総合学科に「進学クラス」（特別奨学金制度あり）

☆学業くジュネラルコース〉

　スポーヅコース〈輻外からの留学制度あり〉
☆両科とも不登校生「べ一ンノククラス」（計60名）あり

　　　　　　1月9日（土）学校説開会

　　　　口推薦入試／1月22日（金）

　　　　■一般入試／2月10日（水）

　　　　■2期入試／3月3日（木）

　　　　　※3月2日（水）入試相談会

●和校地
小田原駅から徒歩5分
〒2500014　神亭川県小田原市城内1番13号
TEL　O46524－2227（代）FAX　O465220216

●第2校地

小田原駅からスクールパス15分

〒2500042　神※川県小田原市荻窪1980
TEL　O46521　0660（f℃）　FAX　O46521　0680

学校法人新名学園

旭丘高等学校
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小田原衛生グループ

代表取締役会長鈴木　茂

代表取締役社長鈴木大介

　　小田原衛生公社

　　㈱小田原衛生工業

㈱小田原衛生美化サービス

㈱卜一タルライフサービス
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ノ　ヘロヨ　　　　ユテ　コヨヨ

　　tel：0465－21－5000

　　　　株式会社
　　　　　秋山設計
　　　　　代表取締役　秋山隆一郎

　小田原市下新田220番地3

宕0465・48・9955㈹）

高度の品質・最良の設計

㈲石井石材店
http：／／www‘shll－sek｛z釧」p／
事務所・工場小田原市田島13－1

　　　呑（0465）42－3849
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